
国
際
学
部
を
け
ん
引
役
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
図
る

　
本
学
は
、
T
H
E
の
世
界
版
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
研
究
力
が
評
価
さ
れ
、

6
0
1-

8
0
0
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

ま
し
た
。
教
育
力
を
評
価
す
る
日
本
版

の
結
果
は
、「
教
育
満
足
度
」
は
高
い

一
方
で
、「
国
際
性
」
に
つ
い
て
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
、
と
い
う
評
価
で
し
た
。

「
教
育
満
足
度
」
の
高
さ
は
、
教
職
協

働
で
高
校
教
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
強
化
し
て
き
た
結
果
で
し
ょ

う
。「
近
大
で
は
進
学
し
た
生
徒
を
伸

ば
す
、質
の
高
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
」

と
い
う
、
高
校
か
ら
の
信
頼
の
表
れ
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
ス
コ
ア
の
低
い
「
国
際
性
」
は
、
外

国
人
教
員
比
率
な
ど
が
指
標
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
外
国
人
を
増
や
す
こ
と
だ

け
が
国
際
化
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
教
員
は
、
日
本
人
で
あ
っ
て
も
海

外
経
験
が
あ
り
、
国
際
的
な
視
点
と
教

養
を
教
え
ら
れ
る
素
養
を
持
ち
、
か
つ

英
語
で
授
業
が
で
き
れ
ば
、
積
極
的
に

採
用
す
る
方
針
で
す
。

　
私
費
留
学
生
の
獲
得
も
課
題
で
す
。

自
学
の
ス
テ
ー
ジ
に
適
し
た

改
革
の
た
め
の
指
標
と
し
て

取材・文／本間学　撮影／岸隆子

副学長

細井美彦

ほ
そ
い
よ
し
ひ
こ
●
1
9
7
9
年
京
都
大
学
農
学
部
卒
業
。1
9
8
7
年

同
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。1
9
9
3
年
近
畿
大
学
生

物
理
工
学
研
究
所
講
師
。1
9
9
7
年
近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
助
教

授
、2
0
0
2
年
同
大
学
生
物
理
工
学
部
教
授
。2
0
1
0
年
近
畿
大
学

先
端
技
術
総
合
研
究
所
長
、生
物
理
工
学
部
長
、2
0
1
4
年
よ
り
現
職
。

交
換
留
学
生
を
増
や
す
た
め
に
、
海
外

大
と
の
連
携
協
定
締
結
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
国
際
化
は
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が

大
切
。
本
学
の
2
0
0
校
近
い
協
定
校

は
約
40
の
国
・
地
域
に
わ
た
り
ま
す
が
、

今
後
も
拡
大
を
進
め
、
多
様
化
を
図
り

ま
す
。
英
米
と
は
異
な
る
英
語
を
話
す

国
々
と
も
交
流
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
に
触
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観

点
、素
養
を
養
う
し
く
み
を
整
え
ま
す
。

　
本
学
の
よ
う
に
大
規
模
な
私
大
で

は
、
一
挙
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
図
る
こ

と
は
困
難
な
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
国

際
化
の
け
ん
引
役
と
し
て
昨
年
国
際
学

部
を
新
設
し
ま
し
た
。
一
学
年
5
0
0

人
の
こ
の
学
部
で
は
、
1
年
間
の
海
外

留
学
が
必
須
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
4
年

後
に
は
英
語
に
よ
る
授
業
に
対
応
で
き

る
学
生
が
約
2
0
0
0
人
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
彼
ら
に
帰
国
後
も
授
業
の

多
く
を
英
語
で
行
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

提
供
し
、
全
学
に
普
及
さ
せ
ま
す
。

　
指
標
の
ス
コ
ア
を
分
析
し
、
改
善
に

つ
な
げ
る
際
は
、
大
学
の
状
況
に
合
っ

た
方
策
を
取
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
段
階
の
大
学

で
あ
れ
ば
、
国
際
性
を
上
げ
る
の
に
外

国
人
教
員
を
増
や
す
方
策
も
有
効
で

し
ょ
う
。
本
学
で
は
国
際
学
部
の
設
置

や
協
定
校
の
拡
充
な
ど
に
よ
っ
て
海
外

留
学
を
奨
励
す
る
し
く
み
を
つ
く
り
、

多
く
の
学
生
に
海
外
で
の
経
験
を
積
ま

せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
自
己
点
検
評
価
も
重
要
で
す
。
中
期

プ
ラ
ン
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
に
対

す
る
大
学
全
体
の
自
己
点
検
を
、
自
己

点
検
・
評
価
委
員
会
が
行
う
ほ
か
、
学

部
単
位
で
も
点
検
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
ラ
ン
キ
ン
グ
結
果
も
自
己
点
検
の
指

標
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

　
本
学
の
教
学
改
革
は
ま
だ
進
行
中
。

国
際
化
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
は
じ

め
、
文
理
融
合
の
教
育
な
ど
、
こ
れ
ら

改
革
が
進
ん
で
い
け
ば
、
自
ず
と
教
育

力
の
評
価
も
上
が
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。

　
教
育
の
質
保
証
と
い
う
面
で
、
日
本

の
大
学
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
ま

す
。
世
界
に
向
け
て
教
育
の
質
を
情
報

発
信
す
る
、
今
回
の
日
本
版
の
よ
う
な

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
い
わ
ば
「
黒
船
」。

ど
れ
だ
け
早
く
開
国
し
、
海
外
と
対
等

に
渡
り
合
え
る
よ
う
に
な
る
か
が
、今
、

ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味

で
は
、
表
面
上
の
ス
コ
ア
を
指
標
と
す

る
だ
け
で
な
く
、
質
を
問
う
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　
本
学
の
学
生
の
約
半
数
は
留
学
生
で
、

90
の
国
・
地
域
か
ら
国
籍
に
偏
り
な
く

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
教
員
の
約
半
数
も

外
国
籍
で
す
。
質
量
と
も
に
多
様
性
の

あ
る
環
境
が
「
国
際
性
」
で
１
位
と
い

う
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
が
、
こ
の

環
境
を
学
び
に
還
元
で
き
な
け
れ
ば
看

板
倒
れ
で
す
。
そ
こ
で
、
日
本
人
と
留

学
生
が
学
び
合
う
「
多
文
化
協
働
学
習
」

を
授
業
で
１
０
０
％
実
施
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
米
国
ミ

ネ
ソ
タ
大
学
と
連
携
し
、
教
員
向
け
に

文
化
が
異
な
る
学
生
集
団
へ
の
効
果
的

副学長

吉松秀孝

よ
し
ま
つ
ひ
で
た
か
●
１
９
８
３
年
九
州
大
学
法
学
部
卒
業
。１
９
９
２
年

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
国
際
関
係
研
究
科
に
て
修
士
号
取
得
。１
９
９
６
年

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
に
て
博
士
号（
国
際
関

係
学
）取
得
。山
口
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
な
ど
を
経
て
、２
０
０
４

年
か
ら
現
大
学
。学
校
法
人
立
命
館
理
事
、教
学
部
長
。

な
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導

法
を
研
修
し
て
い
ま
す
。

　
教
室
外
の
活
動
を
中
心
と
し
た
非
認

知
能
力
の
育
成
も
、
本
学
な
ら
で
は
の

教
育
で
す
。Ａ
Ｐ
ハ
ウ
ス
（
国
際
教
育
学

生
寮
）
で
の
共
同
生
活
や
、
入
学
し
て

２
か
月
後
に
１
年
生
約
１
６
０
名
が
韓

国
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
「
Ｆ

Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
各
国
の
学
生

が
他
国
の
学
生
と
共
に
、
自
国
の
文
化

を
披
露
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
マ
ル
チ
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
・
ウ
ィ
ー
ク
」
な
ど
、
多
国

籍
な
学
生
が
混
ざ
り
、
主
体
的
、
協
働

的
に
活
動
す
る
機
会
を
数
多
く
設
け
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
教
育
理
論
に
基
づ
い
て
実

施
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
指
標
）
を
用

い
て
評
価
し
、
教
育
効
果
を
測
定
す
る

こ
と
で
学
び
の
質
を
確
認
し
て
い
ま

す
。そ
れ
を
ま
た
教
授
法
に
還
元
さ
せ
、

教
育
の
質
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

世
界
の
大
学
の
水
準
を
見
据
え
て
、
教

育
の
質
保
証
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果

を
世
界
に
向
け
て
情
報
発
信
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
し
た
が
っ
て
世
界
に
向

け
て
発
表
さ
れ
た
日
本
の
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
国
際
認
証

の
取
得
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
本
学
に

と
っ
て
必
然
的
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
国
際
経
営
学
部
と
経
営
管
理
研
究
科

は
２
０
１
６
年
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を

示
す
＊
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
を
取
得
し
ま
し
た
。

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
の
取
得
は
日
本
で
は
３
校

目
で
す
が
、
中
国
、
台
湾
は
20
校
以
上
、

韓
国
も
10
校
以
上
が
取
得
し
て
お
り
、

ア
ジ
ア
の
中
で
さ
え
先
進
校
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
自
学
の
強
み
・
弱
み
を
分
析
し
、
改

善
に
取
り
組
み
、
よ
り
力
を
つ
け
て
い

く
た
め
に
、
今
回
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
活

用
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

T
H
E
に
は
指
標
の
改
良
に
取
り
組

み
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
信
頼
性
を
高
め
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ラ
ン
キ
ン
グ
が
も
た
ら
す

国
際
的
な
質
保
証
の
波

国
内
の
順
位
に
満
足
せ
ず

あ
く
ま
で
視
野
は
世
界
に
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